
ご購入後も安心してご使用いただけるよう、高品質なサポートをご提供致します。
また、豊富な経験を持つ技術者が装置の状況に合わせた最適なメンテナンスを
実施いたします。
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メイワフォーシス 株式会社
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関連製品

Exoid ／
ナノ粒子マルチアナライザー

AFC ／ qEVオートマチック
フラクションコレクター

qEVシリーズ ／
細胞外小胞抽出キット

VIDEO DROP ／
ナノ粒子イメージングアナライザー

最短40秒で結果を取得
● より小さい粒子測定に最適

● リアルタイムにキャリブレー

     ション結果を評価

● 抽出～クリーニングまで自動

● 細胞外小胞抽出作業がより簡単に

● ピュアな細胞外小胞が抽出

● 日本唯一ISO規格で保証

● 未標識、未精製のサンプルを計測可能

● ラベリングなし、たった1滴でリアルタイム

高速測定

NEW

自動チューニング採用 EV自動回収装置 ISO13485取得



1 2

※1TEM（透過電子顕微鏡)/DLS（動的光散乱法)/
　 NTA（ナノ粒子トラッキング解析法）

※1

NanoFCMは、従来のフローサイトメーターでは不可能であった、100nm未満の粒子群におけるフェノタイピング、サイズ、

濃度同時測定を可能にし、ウイルス、EV測定において新たな発展をもたらします。

仕様
サイズレンジ

サンプル量

サンプリングフローレート

サンプリングレート

使用レーザー

ソーティング機能

側方散乱光最小検出感度

蛍光検出感度

7 ‒ 1,000 nm

10 ‒ 100 μL

約20ｎL/min

最大12,000event/min

488nm＆638nm または 528nm＆638nmダブルレーザー

なし

< 30 nm

< 10 MESF, < 1 PE ※2SPCM : Single Photon Counting Module

※2
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CD63-EGFP CD9-AF488
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CD147+ EVs : 902 events
Ratio : 15.4%
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[1] S Zhu, et al. ACS Nano, 2014, 8, 10998-11006. [2] Y. Tian, et al. ACS Nano, 2018, 12, 671-680.

NanoFCMによるレビウイルスMS2のラベルフリー検出

NanoFCMによる疾病早期診断への応用研究
1. 大腸がん細胞株における CD147 の解析

図 1. 正常な大腸細胞株と、大腸がん細胞から抽出した EVにおける CD147 の発現を比較
図 3. 健常者および大腸がん患者血漿由来の CD147 陽性 EV の濃度比較

図 2. 健常者および大腸がん患者血漿由来の EVの濃度比較
図 4. 健常者および異なるがんステージにおける CD147 陽性 EV の濃度比較（a）
          および腫瘍の摘出手術前後の患者血漿由来 CD147 陽性 EV の濃度比較（b）

4. 早期診断と治療経過観察

Nomal
a b c d

Colorectal Cancer

（a） （b）

Total EV
Concentration
Healthy donor　   32　1.3×108/mL    5.3×109/mL　  41　  (0.9±1.2)×109/mL  　
Patients　　　 37　1.2×108/mL    6.2×109/mL　  52　  (1.2±1.2)×109/mL  　

n　      Lowest　         Highest　      Ratio　     Mean ±s.d
CD147＋

Concentration
 althy donor　   32　0.6×107/mL    1.0×108/mL　  17　  (4.1±2.3)×107/mL  　
Patients　　　 37　3.2×107/mL    12×108/mL　  38　  (2.9±2.9)×108/mL  　
Ratio　　　 　/　　　　/　　　　　　/    　　　　/　  　　　　7.1

n　      Lowest　         Highest　      Ratio　     Mean ±s.d

2. 血液中の EV濃度 3. 血液由来 EVの CD147 解析
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